
消防だより ☎83‒2119消防だより 11月の広報テーマ
『高齢者の火災事故防止』☎83‒2119

　住宅火災による死者数の約7割が65歳以上
の高齢者となっており、その多くが逃げ遅れ
により命を落としています。
　高齢者は個人差があるものの、加齢ととも
に歩行能力や聴力等の身体機能が次第に衰
え、火災の覚知や避難に要する時間が長くな
る傾向にあります。
　高齢者の焼死事故を防ぐためには住宅用火
災警報器などで火災を早期に発見できる環境
を整えるほか、防炎製品を使用するなど、火災
の発生を未然に防ぐ対策が必要です。
　次のことを普段から実践し、火災や災害に備
えましょう。

　消防団員は、「自らの地域は自ら守る！」という精神に基づき、日頃は様々な職業に就きながら、災
害発生時には真っ先に駆けつけ、消防・防災の第一線を担う活動を行います。
　消防団はその地域に密着し、住民の安全と安心を守るという重要な役割を担っています。地域に
根ざした活動は、その地域に住んでいるからこそ、その地域で働いているからこそ分かることがあ
ります。あなたのその知識、消防団で活かしてみませんか。
　入団資格は18歳以上で豊浦町内に居住若しくは勤務している方で、心身ともに健康な方であれ
ば男性・女性問わず入団可能です。

高齢者の火災予防対策

豊浦町は消防団員を随時募集しています！

①就寝場所は 1 階にし、避難経路は 2
方向確保しておく

②避難経路には物を置かない
③就寝前には、火の元を確認する
④寝たばこは絶対にしない
⑤懐中電灯を枕元などのわかりやすい

ところに置く
⑥住宅用火災警報器を設置する

　今年も10月15日から10月31日までの17日
間、全道一斉に秋の火災予防運動が実施され
ました。
　豊浦消防では、防災行政無線や消防車両を
活用した防火広報のほか、町内に設置されて
いる「災害対応型自動販売機」による流動文字
を利用した防火啓発を行っております。
　冬が近づくにつれ、寒さが厳しくなり暖房
器具の使用頻度が増えますので、火の取扱い
には十分注意をしてください。

秋の火災予防運動について
豊浦消防団 （10月１日現在）
消防団本部	 7名
第1分団（本町地区）	 33名
第2分団（大岸地区）	 16名
第3分団（礼文華地区）	 12名
定員85名	 計68名

豊浦町火災・救急発生件数
 9月 ●火災件数   0件（累計 　 2件）

●救急件数 14件（累計141件）

【入団に関するお問い合わせ】
西胆振行政事務組合伊達消防署豊浦支署
消防団係 0142-83-2119
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